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奈良を読む本 

古代日本にあって、咲く花の匂うが如しと謳われた平城京。

かつて日本の中心だった奈良には、３つの世界遺産と国宝の

ほぼ５分の１があります。志賀直哉は「兎に角、奈良は美し

い所だ。」（『観光の大和』昭和１３年１月号）と書いています。他に

も奈良を舞台にした文学作品は数多くあります。今は奈良に

いけないけれど、小説の世界で奈良を旅してみませんか。
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●「天平の甍」 

 井上靖 著 中央公論社 １９５７年 

●「死者の書」 

折口信夫 著 青磁社 １９４３年 

●「天の川の太陽」（全２巻） 

黒岩重吾 著 中央公論社 １９７９年 

●「喪神」（五味康祐代表作集 第１巻）※第２８回芥川賞 

五味康祐代 著 新潮社 １９５５年  

●「おお、大砲」 

司馬遼太郎 著 中央公論社 １９６１年 

●「穢土荘厳」（全２巻） 

杉本苑子 著 文芸春秋 １９８６年 

●「救世」 

立松和平 著 大法輪閣 ２００６年 

●「迷界流転」 ※平城京殺人事件に改題 

深谷忠記 著 中央公論社 １９９８年 

●「断碑」（松本清張全集 第 35巻） 

松本清張 著 東都書房 １９５９年 

●「炎の女帝持統天皇」 

三田誠広 著 広済堂出版 １９９９年 

●「遙かなる大和」（全２巻） 

八木荘司 著 角川書店 ２００７年 



内田康夫 著 毎日新聞社 ２００１年 

●「まひるの月を追いかけて」  

恩田陸 著 文芸春秋 ２００３年 

●「明日香・幻想の殺人」（十津川省三シリーズ） 

西村京太郎 著 徳間書店 ２００３年 

●「蛇鏡」 

坂東真砂子 著 マガジンハウス １９９４年 

●「「吉野の花」殺人事件」（朝比奈耕作シリーズ）  

吉村達也 著 徳間書店 １９９９年 

●「風の王国」 

五木寛之 著 新潮社 １９８５年 

●「RDG」（全６巻） 

荻原規子 著 角川書店 2008～2012年 

●「果しなき流れの果に」 

小松左京 著 早川書房 １９６６年 

●「聖徳太子の密使」 

平岩弓枝 著 新潮社 ２００９年 

●「鹿男あをによし」 

万城目学 著 幻冬舎 ２００７年 



●「萌の朱雀」 

河瀬直美 著 幻冬舎 １９９７年 

●「赤目四十八滝心中未遂」※第119回直木賞

車谷長吉 著 文芸春秋 １９８８年 

●「古都旅情」 

瀬戸内晴美 著 平凡社 １９７９年 

●「斑鳩物語」 

高浜虚子 著 養徳社 １９４５年 

●「花のいのち」（立原正秋全集 第 4巻） 

立原正秋 著 新潮社 １９６７年 

●「吉野葛」（谷崎潤一郎全集 第 13卷） 

谷崎潤一郎 著 中央公論社 １９３２年 

●「茜さす」（全２巻） 

永井路子 著 読売新聞社 １９８８年 
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